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  ～～ははじじめめにに～～  

 21 世紀は「環境の世紀」や「水の世紀」とも

言われ、河川などの水環境を支える下水道の重要

性は、一段と高まっています。しかし一方で、下

水道事業は、水処理及び汚泥処理に多くのエネル

ギーを消費して温室効果ガスを排出することに

より、環境に対して負荷を与えています。 

地球環境問題が顕在化した今日、下水道事業に

おいても、水環境の保全という本来の役割を果た

しつつ、地球環境保全やコスト的な視点も取り入

れた、バランスのとれた事業運営が求められてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
さっぽろ地球環境憲章 H20.6.25 
 

前章（総論） 

わたしたちは、四季折々の美しい自然と豊かな文化

を次世代へ伝え、地球と札幌のより良い環境を創造

する札幌の市民です。 

 

１章（自然環境） 

豊かな水やみどりを守り、育むまちをつくります。 

 

２章（省資源・循環型社会） 

資源をむだなく使い、ごみの少ない循環型のまちを

つくります。 

 

３章（エネルギー） 

エネルギーの消費を減らし、自然エネルギーを活用

するまちをつくります。 

 

４章（消費活動） 

環境に配慮した製品や食材を、進んで利用するまち

をつくります。 

 

５章（都市環境） 

環境への負荷が少ない交通網を活用するまちをつ

くります。 

 

６章（教育・学習・人づくり） 

環境保全について学び、行動するまちをつくりま

す。 

 

７章（地球的視点と平和） 

地球環境の改善に寄与し、世界の平和に貢献するま

ちをつくります。 
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＜参考資料＞ 

水質保全と物質フローの詳細データ･････････････････････８ 

≪編集方針≫ 

・編集目的 

下水道の役割である「水環境の保全」の取組について

報告するとともに、地球温暖化対策など、下水道事業と

「地球環境との関わり」を明らかにし、下水道事業に対

する理解促進を図る。 

・対象組織 

下水道河川局のうち、下水道事業に関わる組織 

・対象期間 

令和元年 4 月 1 日～令和２年 3 月 31 日 

・対象分野 

下水道事業のうち、主に「水環境の保全」「地球温暖化

対策」「資源の有効利用」に関すること 
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日本の下水道の始まりは、集落周辺に溝を掘り、雨水排水路や稲作用の用水路に用いたことが起源

と言われています。その後、都市化や生活様式の変化にともなって、下水道の役割も大きく変化して

きました。 

 

●●札札幌幌市市のの下下水水道道ののああゆゆみみ  

札幌市において本格的に下水道事業が始まったのは、大正 15 年です。融雪時期などには、市街地が水浸し

になることもしばしばで、当時は「浸水対策」（雨水排除）を主な目的としていました。 

戦後、急激な人口増加にともなう衛生環境の悪化や、市の中心部を流れる豊平川をはじめとする河川の汚濁

が進行したことから、昭和 32 年に「汚水処理」を含めた整備計画が策定されました。 

その後、昭和 47 年の冬季オリンピック開催をきっかけ

に、また、都市化の進展に対応するために、積極的に整備

を進めてきた結果、昭和 54 年にはサケが帰ってくるまで

に河川の水質は改善しました。現在では豊平川中流部でサ

ケの自然産卵床が多く見られています。 

そして最近では、地球環境問題などが大きく注目される

中、下水道でも新たな時代に対応し、環境に与える影響を

減らすための取組を進めています。 

 

 

●●下下水水道道のの主主なな役役割割  

時代の変化とともに、下水道の果たす役割も大きくな

っており、現代における主な役割には、以下のようなも

のがあります。 

○浸水の防除、生活環境の改善、公共用水域の水質

保全 

○循環型社会への貢献、環境負荷の低減 

○災害に強いまちづくり 

   

 

 

札札幌幌市市のの概概要要（（下下水水道道））（（令令和和元元年年度度末末現現在在））  

・処理人口 1,966 千人 （総人口 1,970 千人） 

・普及率  99.8 ％（＝ 処理人口／総人口） 

・処理面積 24,781ha 

・管路延長 8,292 km 

・ポンプ場 18 ヵ所 

・水再生プラザ（下水処理場）10 ヵ所 

・スラッジセンター（汚泥処理施設）２ヵ所 

 

母なる川「豊平川」 

帰ってきたサケ（昭和 54 年） 

下水道普及率と BOD 環境基準適合率 
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焼却灰 
1.8 万ｔ 

 

 家庭や工場等で使った汚水や雨水は、下水道管を経由して水再生プラザ（下水を処理する施設）に

流れ込みます。水再生プラザでは、下水に含まれるごみや土砂を取り除いた後、微生物などの働きで

浄化処理し、河川に放流します。下水をきれいにする過程で発生する汚泥は、汚泥処理施設で焼却し

ています。 

 

●●下下水水をを処処理理すするるたためめのの物物質質ととエエネネルルギギーーのの流流れれ 

 下水の収集・処理の流れにあわせて流入水・放流水の汚れの変化をあらわす

とともに、各下水道施設に投じるエネルギーや薬品と収集・処理などによって

排出される温室効果ガスなどの環境への負荷を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●電電気気使使用用量量とと温温室室効効果果ガガスス排排出出量量のの推推移移  

 令和元年度の電気使用量については、水

再生プラザの運転方法の工夫による省エ

ネルギーの取組などを継続したことで、前

年度より約２百万 kWh 減少しました。 

 一方、温室効果ガスの排出量については、

電力事業者の CO2 排出係数の変動の影響

により、前年度より約 3,200t-CO2 増加し

ました。 

 

 

 

【数値：1年間（R元年度）の合計】 

水再生プラザ 汚泥処理施設 

ＯＯＯＵＵＵＴＴＴ  

ＩＩＩＮＮＮ   

流入下水 

3 億 4 千万 m3 
BOD※ 6 万8千 ｔ 

S S ※ 7 万 5千ｔ 

処理水 

下水汚泥 

処理水 

3 億 4 千万 m3 
BOD※ 4.2 千ｔ 

S S※ 2.7 千ｔ 
 
うち有効利用 

 5,357 万 m3 

ポンプ場 

 

 

電気 134 百万 kWh   水道水・地下水 59 万 m3 

油類※ 1,298kL      薬品※ 5,440ｔ 

エネルギー 水・薬品 

 

 

12 万 ｔ-CO2 

温室効果ガス※ 

※補足説明 

・油類：重油、灯油、軽油、ガソリンの合計量 

・薬品：汚泥の脱水や水処理などに使用する薬品の合計量 

（消石灰、塩化第二鉄、高分子凝集剤、次亜塩素酸ナトリウム、水酸化ナトリウムなど） 

・BOD（Biochemical Oxygen Demand）生物化学的酸素要求量 

水の汚れ度合いをあらわす指標。汚れているほど高くなる。 

・SS（Suspended Solid）浮遊物質 

水に溶けずに浮遊している物質の量。濁った水ほど高くなる。 

・温室効果ガス：CO2のほか、CH4、N2O を含んだ CO2換算数値 

およそ 4 万 3 千世帯が 1 年間に

使う電気の量に相当するよ。 

※ 260kWh/世帯･月の場合 

下水道河川局庁舎等 

クリンちゃん 

Dr．パイプ 

※排出量は、環境省の「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」等に基づき算出している。 
※過年度の排出量は、本年度の算定基準等に基づいており、過去の環境報告書の値と異なる 

場合がある。 

  １日に処理した下水の量は、約 100 万 m3

で学校の 25m プール 3,000 杯分くらいの量

にもなるのじゃ。 
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水がどれだけきれいになったのかを示す代表的な指

標に、BOD や SS という数値があります。（説明は前

ページ中段参照のこと） 

令和元年度は、水再生プラザに流入してくる BOD

が約 190mg/L であったのに対し、水再生プラザで処

理をすると約 5mg/L まできれいになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●河河川川水水質質のの保保全全効効果果 

下水道普及率が 99.8％を超えた現在、河川の水質保全に

おける下水道の役割はより大きなものになっています。特に

小河川では、水再生プラザから放流される水の割合が大きく

なっています。 

放流先の河川では、それぞれに水質に関する環境基準が決

められていますが、令和元年度も、下水をきれいな水にして

河川へ放流することで、基準の達成・維持に大きく貢献しま

した。 

（参考）河川水質の環境基準適合率（ＢＯＤ） 

  令和元年度 8５ ％（2２／26 地点※） 

 
 

  よよりりよよいい水水環環境境ののたためめにに  

・合流式下水道の改善 

 下水を流す方式には、汚水と雨水を１つの管で流す合流式と、別々の管で流す分流式があります。 

 合流式下水道では、雨天時に未処理下水が河川へ放流される場合があり、水質汚濁が懸念されていま

す。このため、雨水貯留管や雨水滞水池などを整備し、河川へ放流される汚濁負荷量の軽減を図ってい

ます。   

 

・高度処理 

 高度処理は、河川の水質に関する環境基準を達成・維持するために、従来の処理方法よりもきれいな

水質を得る目的で行うもので、現在、札幌市では３つの水再生プラザで高度処理を導入しています。ま

た、その他の施設でも、運転を工夫して良好な放流水質を保つよう日々努めています。 

約 190mg/L 

約 5mg/L 

<BOD の変化> 

流入水 放流水 

河川における下水放流水量の割合 

(参考)下水道法による放流水の水質基準 

BOD：20mg/l SS：70mg/l 

≪河川の汚れ度合いの違いによる生息する魚の種類≫ 

※各プラザの単純平均値 

（簡易処理は除く） 

約 210mg/L 

<SS の変化> 

※各プラザの単純平均値 

 （簡易処理は除く） 

流入水 放流水 流入水 放流水 

約 3mg/L 

※札幌市の河川における環境基準点(15 カ所)と補助地点(11 カ所)の合計 
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水環境の保全に大きな役割を果たしている下水道事業は、水処理及び汚泥処理などの過程で多くの

エネルギーを使用する一方で、下水道から発生する処理水や処理の過程で発生する汚泥などは、有効

利用されて資源となる一面も持っています。 

このため、札幌市の下水道事業は、地球温暖化対策の推進や循環型都市の実現を目指し、環境負荷

の低減に向けて、コストに配慮しながらさまざまな取組を行っています。 

 

●●地地球球温温暖暖化化対対策策  

平成 26 年度に策定した「札幌市役所エネルギー削減計画」に基づき、下水道事業における地球

温暖化対策を推進していきます。 

 

＜札幌市役所エネルギー削減計画（抜粋）＞ 

【省エネ設備・機器の導入】 

下水道関連設備の更新時期に合わせエネルギー効率の高い 

設備に更新します。 

 

【太陽光発電の導入推進】 

市有施設に積極的に太陽光発電を導入します。 

 

【再生可能エネルギーの導入推進】 

手稲水再生プラザにおいて小水力発電設備を導入します。 

 

【廃棄物発電・熱利用推進】 

西部スラッジセンターの焼却炉改築に合わせ、廃熱を利用した発電設備を設置します。 

 

 

● 省エネ設備・機器の導入 

H28：新川水再生プラザ（超微細気泡散気装置、汚泥ポンプ） 

H29：新川水再生プラザ（高効率終沈汚泥掻寄機） 

伏古川雨水ポンプ場（高効率細目自動除塵機） 

 

● 太陽光発電の導入推進 

H24：下水道科学館 

H26：東部下水管理センター 

 

● 再生可能エネルギーの導入推進 

H26：東部下水管理センター（地中熱ヒートポンプ） 

H27：手稲水再生プラザ（小水力発電） 

 

● 廃棄物発電・熱利用推進 

H26：西部スラッジセンター（廃熱発電） 

H30：下水道科学館（処理水） 

これまでの主な実績 

高効率送風機･超微細気泡散気装置導入イメージ 

小水力発電のイメージ 

廃熱発電のイメージ 
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●●下下水水道道資資源源のの有有効効利利用用 

【下水汚泥の有効利用】 

下水汚泥は潜在的な価値を有する資源であり、セメント原料や改良

埋戻材等の建設資材として有効利用しています。ただし、今後は、安

定した汚泥の処理処分・再生を行うために、有効利用メニューの多角

化についても検討する必要があります。 

 

【下水処理水の有効利用】 

処理水は安定した水量と熱エネルギーを持っており、雪対策のほか、

下水道施設内での用水、空調の熱源、小河川のせせらぎの回復などに

有効利用しています。 

 

 

 

 

● 下水汚泥リサイクル率 100％（セメント原料、改良埋戻材 等） 

● せせらぎ回復や雪対策等への下水処理水の利用 

 

 

●●環環境境教教育育のの推推進進 

【下水道科学館】 

下水道科学館は、下水道の仕組みや下水道が

水環境の保全に果たす役割など、下水道につい

て楽しみながら理解していただくための施設で

す。9 月 10 日の「下水道の日」の関連行事で

ある下水道科学館フェスタや隣接する創成川水

再生プラザ見学会など、子ども達が環境につい

て学ぶことができる機会を提供しています。 

 

【出前授業】 

 次世代の担い手となる子どもたちに 

下水道について関心を持ってもらうこ 

とを目的として、子ども向けパンフレ 

ット「みんな知ってる？さっぽろの下 

水道」を平成 29 年度に作成し、当パ 

ンフレットの内容を元に各小学校のリ 

クエストに応じて出前授業を実施して 

います。 

 

 

● 下水道科学館来館者数 ：49,424 人 

● 水再生プラザ等見学者数：6,909 人 

● 出前授業の参加児童数（実施校数）：1,251 人（15 校） 

イベントの様子（下水道科学館フェスタ） 

小河川のせせらぎの回復 

改良埋戻材として有効利用 

令和元年度の主な実績 

令和元年度の主な実績 

出前授業の様子 子ども向けパンフレット 
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●  

下水道施設を適切に運転管理するための経費のうち、水環境の保全、下水道資源利用の促進などに

かかった費用を、環境保全の費用として以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●  

資源の有効利用や環境負荷の低減など、環境保  

全への取組により、令和元年度の下水道事業に  

おいて得られた収益や節減できた経費を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

※1 処理水を水再生プラザで再利用したことで、かか  

らなかった水道料金を節減額としています。 

 

 

 

 

環境保全への取組による経費節減 
下水道でしっかり汚れを取り除いてく

れるから、川がきれいなんだよね。どん

どん汚い水を流しても、「水環境を守るコ

スト」をかければ大丈夫だ。 

 

そうともかぎらんぞい。そうなると、

費用もかかるが膨大なエネルギーが必

要になり、CO2 などの温室効果ガスもど

んどん発生することになるのじゃ。 

 

なるほど～、どれだけのお金とエネル

ギーをかけるか、そして誰がそのお金を

負担するのかまで考えないといけないん

だね。 

そのとおり。下水道の大事な役割であ

る「水環境の保全」をしっかり果たしな

がら、コストの縮減、エネルギーの節約、

温暖化対策などにも配慮して、バランス

のとれた事業が求められているのじゃ。 

 

僕たちが安心してすめるように、川や

地球の環境を守って欲しいね。これから

もみんなで考えていこう。 

 

環境保全にかかった費用 

■収益
　リサイクル品の販売 44 百万円

■節減額
　処理水の有効利用（※1） 1,453 百万円
　エネルギー・資源の節減 前年度比 78 百万円

（百万円）

Ｈ 29 年 度 Ｈ 30 年 度 令和元年度

17,566 17,895 18,440

15,057 15,289 15,816

157 75 46

141 157 139

2,211 2,374 2,439

3,628 3,655 3,601

3,293 3,343 3,301

201 174 165

134 138 135

801 857 797

97 161 157

22,092 22,568 22,995

■水環境の保全

分         類

汚水の処理

高度処理

合流式下水道の改善

その他管理費活動

■下水道資源利用の促進

焼却灰等の有効利用

処理水の有効利用

施設等の有効利用

■環境負荷の監視と低減

■環境学習の推進

合計
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●処理水量・有効利用水量 

●焼却灰の有効利用量 

●温室効果ガス排出量（CO2 換算値） 

●エネルギー使用量 

●水・薬品使用量 

●下水処理水放流先河川の環境基準点における河川水質（ＢＯＤ：mg/L） 

【参考】水質保全と物質フローの詳細データ 

●エネルギー使用量（原油換算） 

※四捨五入の関係で計欄と一致しない場合があります。 

水系 環境基準点（補助地点） 類型 環境基準値 H29年度 H30年度 R1年度

白川浄水場取水口（豊平川） Ａ類型 ２mg/Ｌ 0.7 1.7 0.6

中沼（豊平川） Ｂ類型 ３mg/Ｌ 1.9 2.3 1.9

茨戸耕北橋（創成川） Ｂ類型 ３mg/Ｌ 2.9 2.8 2.5

樽川合流前（茨戸川） Ｂ類型 ３mg/Ｌ 5.3 4.6 5.4

新川水系 第一新川橋（新川） Ｄ類型 ８mg/Ｌ 3.8 2.9 3.2

茨戸川水系

豊平川水系

処理水量　（m3） 382,792,440

5,799,570

雪対策利用 28,249,860

うち、有効利用水量 57,634,496

処理場での再利用等 23,585,066

せせらぎ利用

分　類 H29年度 R1年度H30年度

374,366,770

55,564,547

23,043,767

5,160,630

27,360,150

338,937,470

53,567,434

24,229,024

4,867,110

24,471,300

（kWh）

（L）

（L）

（L）

（L）

（m3）

134,264,937

1,178,793

82,170

13,952

23,374

22,886ガス類 24,969

軽油 19,307

ガソリン 18,426

重油 1,246,090

灯油 165,415

分　類 H29年度

電気 139,785,576

H30年度 R1年度

136,478,947

1,441,152

176,913

17,425

21,471

24,075

（kL）

（kL）

（kL）

（kL）

（kL）

（kL）

78

14

21

27

35,137

R1年度

33,809

1,189

計 36,677

ガソリン 16

ガス類 29

灯油 157

軽油 19

電気 35,199

重油 1,257

分　類 H29年度 H30年度

34,366

1,454

168

17

19

28

36,052

（m3）

（ｔ）

（ｔ）

（ｔ）

（ｔ）

（ｔ）

4,721

167

310

R1年度

589,754

122

120

高分子凝集剤 171

水酸化ナトリウム 309

塩化第二鉄 157

消石灰 4,852

水道水・地下水 644,653

次亜塩素酸ソーダ 121

分　類 H29年度

645,030

101

157

4,852

175

299

H30年度

R1年度

18,200

11,300

6,900

埋戻材 12,900

セメント・コンクリート原料 5,800

焼却灰　（ｔ） 18,700

分　類 H29年度

19,600

13,000

6,600

H30年度

（ｔ‐CO2）

（ｔ‐CO2）

（ｔ‐CO2）

119,612

81,141
8,148

H30年度

30,323一酸化二窒素 30,100

計 129,100

二酸化炭素 91,000
メタン 8,000

分　類 H29年度 R1年度

85,985
7,406

29,375

122,766



発 行 年 月発 行 年 月

編集・発行編集・発行

発 行 年 月

編集・発行

令和 2 年 12 月

〒062-8570

札幌市豊平区豊平６条３丁目２番１号　札幌市下水道河川局庁舎３階

TEL：011-818-3452  　FAX：011-812-5203

HP アドレス： http://www.city.sapporo.jp/gesui/

札幌市札幌市下水道河川下水道河川局経営管理部経営企画課経営管理部経営企画課


	環境レポートR1表紙
	環境レポート（R1決算版）.pdf
	環境レポートR1裏表紙

